
奥大山に奏でる豊かな響き
　　　　　　　アルペンホルン♪

小さ
くて
も元気

で明るい輝きのあるま

ち
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■11月３日 ( 土 ) 奥大山オータムフェスタにて

　天然の木をくり抜いて、作られたスイスの民
族楽器、アルペンホルンによるすばらしい演奏
を披露。

今月号の
主な内容

■特集　第 64回全国植樹祭を開催します
■日野川源流米コンテストが開催
■第 14回食味分析鑑定コンクール国際大会
■障がい児に関する手当などのお知らせ
■まちの教育
■農業委員会だより
■奥大山スキー場リフト割引券情報
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…………………………14～16

……………17

■まちの人口　3,362人（－７）
男　1,572人（－２）
女　1,790人（－５）

■世帯数　　1,122世帯（－１）

11月末現在（　　）は前月比
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　全
国
植
樹
祭
は
、
森
林
や
緑
へ
の
国
民
的
理
解
を
深
め

る
た
め
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、
国
土
緑
化

推
進
機
構
と
開
催
県
の
共
催
で
昭
和
25
年
以
後
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　鳥
取
県
で
の
全
国
植
樹
祭
の
開
催
は
、
昭
和
40
年
以
来

48
年
ぶ
り
２
回
目
で
す
。

第64回全国植樹祭を鳥取県で開催します

鳥取県日野地区連携･共同協議会

このページは日南町、日野町、江府町、日野総合事務所が連携、共同して情報発信しています。（鳥取県日野地区

連携・共同協議会実施事業）　今回は、来春鳥取県で開催される第64回全国植樹祭についてご紹介します。

鳥取県日野地区連携･共同協議会

第64回全国植樹祭式典会場イメージ

《
お
も
て
な
し
広
場
》

　鳥
取
県
の
食
の
販
売
や
特
産
品
の
販

売
コ
ー
ナ
ー
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
、
観
光
等
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
郷
土

芸
能
を
披
露
す
る
ス
テ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

平
成
25
年

５
月

26
日
（
日
）
開
催

式
典
会
場

：

と
っ
と
り
花
回
廊(

南
部
町)

植
樹
会
場

：

と
っ
と
り
花
回
廊
い
や
し

　
　
　
　
　の
森
（
伯
耆
町
）
、
国
立

　
　
　
　
　公
園
奥
大
山
鏡
ヶ
成
高
原

　
　
　
　
　め
ぐ
み
の
森
（
江
府
町
）

《
式
典
》

【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】
鳥
取
の
豊
か
な
自
然

や
文
化
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
な

ど
の
紹
介
や
、
県
民
が
参
加
す
る
創
作

劇
「
大
山
森
話
」
等
を
上
演
し
ま
す
。

【
記
念
式
典
】
創
作
ダ
ン
ス
や
吹
奏

楽
・
管
弦
楽
に
よ
る
大
会
テ
ー
マ
の
表

現
。
緑
化
功
労
者
な
ど
の
各
種
表
彰
、

次
期
開
催
県
（
新
潟
県
）
へ
の
リ
レ
ー

セ
レ
モ
ニ
ー
等
を
行
い
ま
す
。

【
エ
ピ
ロ
ー
グ
】
和
太
鼓
の
演
奏
、
出

演
者
と
招
待
者
に
よ
る
大
合
唱
な
ど
会

場
一
体
と
な
っ
た
全
国
植
樹
祭
の
感
動

的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
す
。

《
植
樹
》

　未
来
の
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
一

人
一
本
植
樹
し
ま
す
。
植
樹
す
る
苗
木

の
一
部
は
、
県
内
の
団
体
や
小
学
生
が

育
て
た
も
の
で
す
。

　式
典
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
上
演
す
る
創
作

劇
「
大
山
森
話（
だ
い
せ
ん
し
ん
わ
）」
の

主
人
公
と
し
て
、
境
港
市
立
外
江
小
学
校

６
年
の
首
藤
紗
弥
（
し
ゅ
と
う

　さ
や
）

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
式
典
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
出
演
者
と

し
て
、
米
子
市
立
明
道
小
学
校
５
年
の
河

島
隆
樹
（
か
わ
し
ま

　た
か
き
）
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　創
作
劇
「
大
山
森
話
」
は
、
木
や
森
と

共
生
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
子
供
と
木
の

精
の
語
ら
い
で
表
現
す
る
劇
で
、
脚
本
・

演
出
は
「
鳥
の
劇
場
」
芸
術
監
督
の
中
島

諒
人
（
な
か
し
ま

　ま
こ
と
）
さ
ん
で
す
。

　主
人
公
に
選
ば
れ
た
二
人
は
、
本
番
に

向
け
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　全
国
植
樹
祭
で
参
加
者
が
実
際
に

植
え
る
苗
木
の
一
部
は
、
「
ス
ク
ー

ル
ス
テ
イ
」
と
し
て
県
内
の
小
学
校

に
預
け
、
育
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　日
野
郡
内
で
は
、
平
成
23
年
12
月

か
ら
江
府
町
立
江
府
小
学
校
の
児
童

の
み
な
さ
ん
に
、
エ
ノ
キ
や
シ
ラ
カ

シ
な
ど
の
苗
木
の
お
世
話
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
水
や
り
や
苗
木
の
元

気
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
大
事
に
育
て
て

も
ら
っ
て
い
て
、
来
春
の
全
国
植
樹

祭
が
楽
し
み
で
す
。

大事に苗木を育ててます！スクールステイ

　「
と
っ
と
り
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
と

は
、
県
民
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

多
く
の
皆
さ
ん
が
行
う
ふ
る
さ
と
の
森
・

川
・
海
な
ど
の
環
境
を
守
り
は
ぐ
く
む
活

動
を
県
内
全
域
に
広
め
て
い
く
運
動
の
こ

と
で
す
。

　こ
の
運
動
を
、
緑
豊
か
な
鳥
取
県
の
環

境
の
良
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
県
民

運
動
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
、
中
心
と

な
る
方
々
を｢

美
鳥
（
み
ど
り
）
の
大
使｣

に
認
定
し
て
い
ま
す
。

　美
鳥
の
大
使
に
よ
る
県
民
運
動
は
、
平

成
25
年
に
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
30

回
全
国
都
市
緑
化
と
っ
と
り
フ
ェ
ア｣｢

エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大
会
２
０
１
３
ｉ
ｎ

鳥
取
」
へ
と
広
げ
て
い
き
、
環
境
日
本
一

の
鳥
取
県
を
目
指
し
ま
す
。

　全
国
植
樹
祭
の
開
催
を
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
植
樹

会
場
の
「
め
ぐ
み
の
森
」
（
国
立

公
園
奥
大
山
鏡
ヶ
成
高
原
）
で
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
11
月

５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
の
お
披
露
目
や

参
加
者
み
ん
な
で
ブ
ナ
の
苗
木
な

ど
を
植
樹
し
ま
し
た
。

江府町長や日野総合事務所長、
江府小学校児童らが出席。式典
の後、カウントダウンボードは
ＪＲ江尾駅に設置されました。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト

IN
奥
大
山
・
江
府
町
を
開
催

感
じ
よ
う

　森
の
め
ぐ
み
と

　緑
の
豊
か
さ

大
会
テ
ー
マ

【
大
会
概
要
】

全
国
植
樹
祭
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

とっとりグリーンウェイブ、県内で展開中！

記念式典の主人公に選ばれました！

しっかり練習して
いい歌が歌えるよ
うに頑張りたい！

【創作劇主人公】

首藤　紗弥さん
さ　やしゅとう

楽しんで演じ、お
客さんに｢鳥取県の
自然の豊かさ｣を伝
えたい！

【エピローグ出演者】

河島　隆樹さん
たか きかわしま

問い合わせ先
　第64回全国植樹祭鳥取県実行委員会事務局（農林水産部全国植樹祭課）☎　0859（31）9364
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まちの話題

奥
大
山
江
府
町

　
　関
西
交
流
会
を
開
催

　11
月
11
日
（
日
）
、
大
阪
市
で
「
平
成
24
年
度
奥
大

山
江
府
町
関
西
交
流
会
」
（
河
上
勲
会
長
）
を
開
催
し
、

９
名
の
関
西
在
住
の
本
町
出
身
者
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
江
府
町
の
近
況
報
告
や
本
年
度
の
事
業

説
明
を
行
い
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
懇
親
会
で
は
、
江
府
町
が
紹
介
さ
れ
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
映
。
お
互
い
の
近
況
報
告
、
故
郷
の
思
い

出
ば
な
し
に
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

第
10
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催

食
の
み
や
こ
鳥
取
県

　11
月
11
日
（
日
）
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
直
売
所
ふ
れ

あ
い
村
ア
ス
パ
ル
（
日
吉
津
村
）
に
お
い
て
、
『
食

の
み
や
こ
鳥
取
県
第
10
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス

ト
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
悪
天
候
に
も

関
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
日
野
町
の
大
夢

多
夢
さ
ん
に
よ
る
お
に
ぎ
り
、
だ
ん
ご
汁
の
無
料
配

布
や
、
江
府
町
の『
菖
風
社
』に
よ
る
神
楽
の
演
舞
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

日
野
郡
３
町
と
旧
溝
口
町
を
含
む
地
域
か
ら
２
６
４

点
の
出
品
が
あ
り
、
当
日
は
最
終
審
査
に
残
っ
た
上

位
４
名
の
お
米
を
一
般
審
査
員
に
食
べ
比
べ
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
最
優
秀
賞
（
鳥
取
県
知

事
賞
）
は
農
事
組
合
法
人
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

Ｙ
Ａ
（
代
表
理
事

　三
上
惇
二
さ
ん

　日
南
町
）
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
江
府
町
か
ら
は
梅
田
茂
さ

ん
（
下
蚊
屋
）
と
中
川
正
春
さ
ん
（
江
尾
）
が
そ
れ

ぞ
れ
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略
）

最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）

　農
事
組
合
法
人
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｙ
Ａ

　
　
　
　
　（
代
表
理
事

　三
上
惇
二

　日
南
町
）

優
秀
賞(

上
位
４
名
の
内
、
最
優
秀
賞
を
除
く
も
の)

　松
本
優
栽

　代
表

　松
本
洋
一
（
日
野
町
） 

　田
邊
拓
克
（
日
南
町
） 

　海
藻
米
研
究
会

　佐
伯
忠
重
（
日
南
町
） 

奨
励
賞
（
上
位
10
名
の
内
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を
除

い
た
も
の)

　舩
越

　勲
（
日
南
町)

　海
藻
米
研
究
会

　高
橋
秀
紀
（
日
南
町)

　中
川
正
春
（
江
府
町
）

　海
藻
米
研
究
会

　三
上
惇
二
（
日
南
町
）

　坪
倉
容
一
（
日
南
町
） 

　梅
田

　茂
（
江
府
町
） 

特
別
賞
（
食
味
値
最
高
点
）

　松
本
優
栽
（
代
表

　松
本
洋
一

　日
野
町
）

　食
味
値

：
89
ポ
イ
ン
ト
（
計
測
機
器

：

株
式
会
社

　サ
タ
ケ
米
粒
食
味
計
Ｒ
Ｃ
Ｔ
Ａ

－

11
Ａ
）

▲菖風社による荒神神楽

▲笑顔で記念撮影

▲受賞者のみなさん
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まちの話題

江
府
町
交
通
安
全
指
導
員

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
を
実
施

　11
月
18
日
（
日
）
に
、
町
の
交
通
安
全
指
導
員
の

皆
さ
ん
が
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　こ
の
活
動
は
、
指
導
員
が
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
と
併
せ
て
、
交
通
設
備
の
不

備
や
破
損
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
は
米
沢
地
区
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
82
基
を
清
掃

し
ま
し
た
。
中
に
は
汚
れ
が
ひ
ど
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
清
掃
し
、

非
常
に
見
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

雪
と
紅
葉
の
大
山
を
背
に

　
　
　
　バ
ー
ガ
ー
を
堪
能

　「
と
っ
と
り
バ

ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
・
奥
大

山
オ
ー
タ
ム
フ
ェ

ス
タ
」
が
11
月
３

日(

文
化
の
日)

、

奥
大
山
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
、
家

族
連
れ
な
ど
が
秋

晴
れ
の
下
、
雪
化

粧
し
た
大
山
と
紅

葉
と
い
う
絶
景
を

楽
し
み
な
が
ら
、

県
内
外
の
ご
当
地

バ
ー
ガ
ー
を
堪
能
。

10
月
に
大
山
寺
で
開
催
さ
れ
た
同
フ
ェ
ス
タ
の
「
全
国
ご

当
地
バ
ー
ガ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
２
連
覇
を
達
成
し
た

「
別
海
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
タ
テ
バ
ー
ガ
ー
」
（
北
海
道
）
を
は

じ
め
、
７
都
道
府
県
８
団
体
の
バ
ー
ガ
ー
が
出
展
。
江
府

町
か
ら
は
、
「
奥
大
山
お
こ
わ
飯
バ
ー
ガ
ー
」
（
お
か
も

と
旅
館
）
を
、
姉
妹
町
の
西
ノ
島
町
か
ら
「
ス
リ
ー
ミ
ー

バ
ー
ガ
ー｣

(

注)

が
出
店
さ
れ
、
買
い
求
め
る
列
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、「
ヤ
コ
ブ
の
杖
」
「
ア
ペ
ゼ
」
の
ス

イ
ー
ツ
も
会
場
で
販
売
、｢

み
ち
く
さ｣
か
ら
は
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
野
菜
を
満
載
し
て
道
路
脇
で
販
売
す
る
な
ど
、
訪
れ

た
紅
葉
狩
り
の
お
客
さ
ま
に
大
変
好
評
で
一
日
中
賑
わ
い

ま
し
た
。

注
）
魚
の
す
り
身
（
ス
リ
ミ
）
で
作
っ
た
バ
ー
ガ
ー

新
教
育
長
に

　
　加
藤
泰
巨
氏
が
就
任

　こ
の
度
教
育
委
員
の
改
選
が
あ
り
、
11
月
30
日
を

任
期
に
藤
原
教
育
長
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
藤
原
教

育
長
は
平
成
16
年
江
尾
小
学
校
を
退
任
さ
れ
、
教
育

長
に
就
任
。
以
来
９
年
江
府
町
教
育
行
政
の
推
進
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　加
藤
新
教
育
長
は
池
の
内
在
住
で
、
江
府
小
学
校

長
を
退
職
後
、
こ
の
度
教
育
長
へ
の
就
任
が
決
ま
っ

た
も
の
で
す
。

　着
任
に
あ
た
っ
て
、
「
12
月
１
日
か
ら
教
育
長
を

拝
命
し
、
職
の
重
さ
を
考
え
る
と
身
の
引
き
し
ま
る

思
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
長
様
が
築
か
れ
た
実

績
を
も
と
に
、
自
分
が
歩
ん
で
き
た
教
職
な
ど
の
経

験
を
生
か
し
な
が
ら
、
江
府
町
の
た
め
に
恩
返
し
を

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
ま
ず
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
職
務

を
遂
行
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
皆
さ
ん
が
健
康
で
意
欲
を
持
っ
て
学
習
で
き
、

生
き
が
い
が
持
て
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

▲点検･清掃活動を行う交通安全
　指導員のみなさん

は
ん

か

　
　と
う

　や
す

　ひ
ろ

▲新教育長　加藤泰巨 氏
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まちの話題

第
14
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
の
ご
報
告

２
部
門
で
特
別
優
秀
賞
受
賞
！

　11
月
22
、
23
日
の
２
日
間
、
長
野
県

木
島
平
村
で
第
14
回
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
（
主
催

　

米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
ほ
か
）
が
開
催

さ
れ
、
本
町
か
ら
は
、
11
月
11
日
に
Ｊ

Ａ
鳥
取
西
部
ア
ス
パ
ル
（
日
吉
津
村
）

で
開
催
さ
れ
た
「
第
10
回
日
野
川
源
流

米
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
成
績
優
秀
者
を
は

じ
め
一
般
の
部
に
10
点
、
小
学
校
部
門

に
１
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

「
環
境
王
国
部
門
」
で
末
次
輝
夫
さ
ん

（
杉
谷
）
が
特
別
優
秀
賞
受
賞
！

「
小
学
校
部
門
」
で
江
府
小
学
校
５
年

生
が
３
年
連
続
特
別
優
秀
賞
受
賞
！

　国
内
で
も
最
大
規
模
の
今
大
会
に
は

過
去
最
高
の
３
，
９
１
５
点
の
出
品
が

あ
り
ま
し
た
。

　審
査
方
法
は
、
食
味
計(

一
次
審
査)

と
味
度
計
（
２
次
審
査
）
と
呼
ば
れ
る

機
械
測
定
で
総
合
部
門
と
各
部
門
賞
の

最
終
審
査
ノ
ミ
ネ
ー
ト
者
が
決
ま
り
、

食
味
鑑
定
士
の
食
べ
比
べ
に
よ
る
投
票

で
、
金
賞
と
そ
れ
に
続
く
特
別
優
秀
賞

が
決
定
し
ま
す
。

　末
次
さ
ん
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
「
環
境

王
国
部
門
」
で
特
別
優
秀
賞
に
輝
い
た

ほ
か
、
小
学
校
部
門
で
は
江
府
小
学
校

５
年
生
が
初
参
加
以
来
３
年
連
続
で
特

別
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
（
小
学
校

部
門
に
つ
い
て
は
機
械
に
よ
る
測
定
の

み
で
賞
を
決
定
）
。

　ま
た
、
一
般
部
門
に
出
品
し
た
10
点

の
う
ち
５
つ
が
食
味
値
85
点
以
上
で
２

次
審
査
ま
で
進
む
と
い
う
過
去
最
高
の

成
績
で
し
た
。

○
江
府
小
学
校
５
年
生
に
賞
状
伝
達

　11
月
27
日
、

江
府
小
学
校
体

育
館
で
小
学
校

部
門
特
別
優
秀

賞
の
伝
達
式
を

行
い
、
竹
内
町

長
か
ら
５
年
生

を
代
表
し
て
佐

々
木
貴
也
君
と

川
上
理
子
さ
ん

に
賞
状
と
盾
が

手
渡
さ
れ
ま
し

た
。　江

府
小
学
校
５
年
生
は
毎
年
、
空
場

語
さ
ん
（
小
江
尾
）
を
は
じ
め
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
指
導
に
よ
り
田
植
や
稲
刈

り
の
作
業
体
験
や
生
育
観
察
な
ど
の
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　佐
々
木
貴
也
君
が
「
田
植
や
稲
刈
り

は
腰
が
痛
か
っ
た
け
ど
、
全
員
が
泥
だ

ら
け
で
頑
張
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

ご
飯
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
日
本
の
米
作

り
を
守
り
ま
す
。
」
と
お
礼
の
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

○
末
次
輝
夫
さ
ん
に
賞
状
伝
達

　11
月
28
日
、
末
次
さ
ん
を
町
長
室
に

お
招
き
し
、
環
境
王
国
部
門
特
別
優
秀

賞
の
伝
達
式
を
行
い
、
竹
内
町
長
か
ら

賞
状
と
盾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　同
部
門
は
江
府
町
か
ら
４
年
連
続
の

受
賞
で
、
末
次
さ
ん
の
お
米
は｢

味
度｣

と
よ
ば
れ
る
炊
飯
状
態
で
の
測
定
数
値

が
87
・
３
点
と

高
く
、
お
い
し

い
お
米
と
し
て

受
賞
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　末
次
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
は
、

収
穫
量
で
は
な
く
美
味
し
さ
に
こ
だ

わ
っ
た
米
作
り
が
大
切
に
な
る
の
で
、

直
売
所
で
の
試
食
な
ど
消
費
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
に
も
取
り
組
み
た
い
。
今
年
の
受
賞

を
励
み
に
来
年
も
頑
張
り
ま
す
。
」
と

喜
び
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　来
年
の
第
15
回
大
会
は
宮
城
県
七
ヶ

宿
町
で
開
催
予
定
で
す
。

○
長
野
県
木
島
平
村

　会
場
の
木
島
平
村
は
長
野
県
北
部
の
豪

雪
地
帯
に
位
置
し
、
面
積
99
・
31
㎢
、
人

口
約
４
，
８
０
０
人
の
小
さ
な
村
で
、
海

抜
３
２
０
ｍ
〜
７
５
０
ｍ
の
間
に
26
の
集

落
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　上
信
越
国
立
公
園
の
北
側
に
位
置
す
る

カ
ヤ
の
平
高
原
に
は
ブ
ナ
の
原
生
林
が
広

が
り
、
そ
こ
か
ら
流
れ
出
る
良
質
の
水
と

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
農
業
が
盛

ん
で
す
。

　お
米
の
ほ
か
に
も
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
ヤ
ー
コ
ン
な
ど
が
栽
培
さ
れ

る
他
、
雄
山
火
口
（
お
や
ま
ぼ
く
ち
）
と

よ
ば
れ
る
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
を
つ
な
ぎ
に
使
っ

た
ソ
バ
や
焼
酎
、
ワ
イ
ン
、
味
噌
な
ど
農

産
物
加
工
も
盛
ん
で
す
。

　ま
た
、
村
で
定
め
た
栽
培
方
法
や
食
味

値
の
基
準
に
合
格
し
た
お
米
は
プ
レ
ミ
ア

ム
木
島
平
米
と
し
て
「
村
長
の
太
鼓
判
」

の
商
品
名
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
他
に
も
産
・
官
・
学
の
連
携
に
よ

り
地
域
住
民
の
活
動
と
都
市
住
民
と
の
交

流
活
性
化
な
ど
を
目
的
に｢

農
村
文
明
塾｣

と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
も
行
っ
て
い

ま
す
。
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12月1日は「世界エイズデー」12月1日は「世界エイズデー」

障がい児に関する手当等のお知らせ障がい児に関する手当等のお知らせ

　1988年にWHO（世界保健機関）が12月1日を“World AIDS Day”（世界エイズデー）と定め、エイズ

に関する啓発活動等の実施を提唱しました。

　日本でもその趣旨に賛同し、エイズに関する正しい知識等についての啓発活動を推進し、エイズまん延防

止及び患者・感染者に対する差別・偏見の解消等を図ることを目的として、12月1日を中心に「世界エイズ

デー」を実施しています。

■検査・相談窓口

　○HIVウイルス感染の一番の原因は性的接触によるものです。

　○感染が心配な時は検査を受けましょう。

　○HIV検査・性感染症検査は、米子保健所(0859－31－9317)で受けることができます。

■エイズの現状

　○日本ではHIV感染・エイズ患者は増え続けています。

　　HIV感染者数1,056件、AIDS患者数473件（平成23年度データより）

　※身近な問題として、エイズを考えてみませんか？

　※正しい知識を身につけ、感染予防に努めましょう！

障害児福祉手当

■受給できる人　重度の障がいがあり、日常生活に常時の介護を要する20歳未満の在宅の方。

　　　　　　　　ただし、次のような場合には、手当を受けることができません。注意してください。

　　　　　　　　(1)　児童が児童福祉施設（通園施設を除く）に入所しているとき。

　　　　　　　　(2)　児童が障がいを支給理由とする公的年金を受けとることができるとき。

■支　給　額　手当は認定されると、認定請求日の翌月分から支給されます。

　　　　　　　　○児童１人につき：月額　14,280円

特別児童扶養手当

■受給できる人　障害基礎年金と同程度の障がいのある20歳未満の児童を扶養している保護者の方など。

　　　　　　　　ただし、次のような場合には、手当を受けることができません。注意してください。

　　　　　　　　(1)　児童が児童福祉施設（通園施設、養護学校の寄宿舎を除く）に入所しているとき。

　　　　　　　　(2)　児童が障がいを支給理由とする公的年金を受けとることができるとき。

■支　給　額　手当は認定されると、認定請求日の翌月分から支給されます。

　　　　　　　　○児童１人につき：１級　月額　50,400円：２級　月額　33,570円

■申請窓口　江府町福祉事務所（役場福祉保健課内：☎　75－6111）

■注意事項　(1)　身体障害者手帳、療育手帳や精神障害者保健福祉手帳とは異なる基準により認定されます。

　　　　　　(2)　本人、配偶者または扶養義務者の、所得などに応じた支給制限があります。
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食

改
おすすめ （12月）
すめ

（12月）チャレンジクッキングチャレンジクッキング

豆腐シュークリーム
シュー皮  材料（６個分）
薄力粉　　　　　 30ｇ
強力粉　　　　　 10ｇ
卵（小さめ）　　 ２個
バター　　　　　 40ｇ
牛乳　　　　　　30ml
水　　　　　　　30ml
霧吹きと水　　　適宜

　ちょっと食べ過ぎになるこのシーズン、どうせ
食べるなら「低カロリー、低炭水化物」おやつに
挑戦してみませんか？
　クリームは豆腐をベースにするので簡単につく
れます。小麦粉やバターを使わないクリームなの
でとってもヘルシーです。甘味は各自のお好みで
調整してみてください。
　　　　　　　　　　（食生活改善推進協議会）

クリーム  材料（６個分）
豆腐（絹ごしまたは木綿） （１丁分）
砂糖　大さじ１（量はお好みで） 
ココア（砂糖入り）　大さじ３ 
ブランデー　適量 
（ブランデーの代わりに、
　お子様にはバニラエッセンス）

作り方
①　豆腐を手で崩してからレンジで２～３分加熱し、ざるに入れしばらく置いて水を
　切る。（水切り後200g前後）
②　豆腐・砂糖・ココア・ブランデーを軽く混ぜてからミキサーに入れ、なめらかに
　なるまでまぜる。（または豆腐を裏ごしした後、調味料を入れる。）
③　②を冷蔵庫で冷やす。（冷えると少し硬くなります。）
④　冷えたクリームを絞り袋に入れて切り込みを入れたシュー皮の中に絞り出す。
　（スプーンですくって入れても良い。）

作り方
①　オーブンを190度に予熱する。（しっかり温めておく）
②　粉は合わせてふるっておく。たまごは割りほぐしておく。
③　鍋に、水、小さく切ったバター、牛乳を入れ沸騰させて火をすぐ止める。
④　③に粉を入れ、弱火で20秒程度加熱。しっかりと練り合わせる。
⑤　火を止め卵を少しずつ加えて練り合わせる。（もったりとする程度の生地にな
　れば卵は残します。固めの生地がおすすめ！）
⑥　生地が熱いうちに絞り出しで天板に直径４㎝くらいになるよう6個しぼりだす。
⑦　生地全体に霧吹きで水をかけ190度のオーブンで20分、そのあと180度で10分程
　度焼く。焼きあがってもすぐ出さず10分程度はそのままオーブンにいれておく。

１人分　エネルギー 167kcal　カルシウム　85㎎

　　　　蛋白質　6.5ｇ　塩分　0.1ｇ

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
１
月
〜
２
月
に
か
け
て
流
行

の
ピ
ー
ク
を
む
か
え
ま
す
。

　今
年
度
に
お
い
て
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
助
成
を
行
い
ま
す
。

す
で
に
、
各
集
落
の
健
康
推
進
委
員
を
通
じ
て
、
ま
た

は
、
郵
送
等
に
よ
り
、
受
診
券
（
助
成
券
）
を
お
配
り

し
て
い
ま
す
。
接
種
期
間
は
、
10
月
15
日
か
ら
来
年
の

１
月
31
日
ま
で
で
す
。

　ま
た
、
受
診
券
（
助
成
券
）
と
併
せ
て
、
券
が
使
用

で
き
る
医
療
機
関
も
明
記
し
て
お
り
ま
す
。
各
自
で
お

選
び
い
た
だ
き
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　助
成
が
行
え
る
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
た
の
に
、
受

診
券
（
助
成
券
）
を
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
領

収
書
と
予
防
接
種
済
証
を
福
祉
保
健
課
へ
お
持
ち
い
た

だ
け
ば
、
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
出
る
ま
で
２
週
間
く
ら
い
か

か
り
ま
す
！

　12
月
中
旬
ま
で
の
予
防
接
種
を

　
　
　
　
　
　
　お
勧
め
し
て
い
ま
す
!!

■
問
い
合
わ
せ
先

　福
祉
保
健
課

　保
健
係

　
　
　
　
　☎
（
75―

６
１
１
１
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
　予
防
接
種
に
つ
い
て

大切な
お知らせ
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平成25年度

子供の国保育園園児募集子供の国保育園園児募集

詳しく保育内容などお知りになりたい方は、保育園に
お問い合わせください。
申込・お問合せ先　　子供の国保育園　　☎75－2704
　　　　　　　　　　教育委員会事務局　☎75－2223

【入園説明会開催予定日】
　日　時：２月７日（木）12時30分から

　場　所：子供の国保育園

【体験入園】
　日　時：２月21日（木）10時から

　場　所：子供の国保育園

◇入園対象児

　家庭で保育に欠ける就学までの児童

◇募集定員

　150名

◇開園時間

　平　日：７時30分から18時30分

　土曜日：７時30分から13時00分

◇通常保育時間

　８時00分から16時00分

　（土曜日は12時00分）

◇保育料

　保護者の平成２４年中の所得税額などにより決定し

　ます。

◇その他

　＊障がい児保育、一時保育を行っています。

　　ご相談ください。

　＊広域入園児童の受け入れを行っています。

　＊同一世帯内児童の同時入園の場合や、多子世帯の

　　児童入園に対して、保育料の軽減を行っています。

☆保育園の友だちと一緒に遊びましょう。

入園の案内入園の案内

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

　
　（
江
府
中
学
校
）

にこにこ
事業

　11
月
24
日
、
江
府
中
学
校
で
恒
例
と

な
っ
た
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
で
８
回
を
迎
え
た
人
権
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
高
知
県
か
ら
堀
内
佳
さ

ん
を
お
迎
え
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
堀

内
さ
ん
は
、
乳
児
の
と
き
に
両
眼
を
失

い
、
全
盲
と
な
ら
れ
た
方
で
す
。

　コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
歌
を
通
し
て
気

持
ち
を
伝
え
た
い
と
、
美
し
い
歌
声
や

音
楽
が
体
育
館
に
響
き
ま
し
た
。
歌
と

歌
の
合
間
に
は
、｢

生
き
る
こ
と
と
は
」、

「
障
が
い
と
は
」、｢

地
震
と
は｣

な
ど
を

テ
ー
マ
に
感
じ
た
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　会
場
に
い
た
生
徒
た
ち
は
、
コ
ン
サ

ー
ト
を
通
し
て
今
の
自
分
を
見
つ
め
直

す
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「生徒たちに歌で気持ちを伝えたい」と堀内佳さん
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　国際連合で世界人権宣言が採択された日を記念して法務省と全国人権擁護委員連合会が

毎年12月10日を最終日とする1週間（12月4日から10日まで）を「人権週間」と定めて集

中的に啓発活動を行っています。

　是非この機会にあなたの周りをみまわして、「思いやりの心」や「かけがえのない命」

についてもう1度考えてみましょう。

　町では、人権擁護委員が12月4日の初日に町内全地域をくまなく巡回啓発いたしました。

人 権 週 間人 権 週 間人 権 週 間第64回 12月4日～10日
啓発重点目標

「みんなで築こう　人権の世紀」

　　～考えよう相手の気持ち　育てよう思いやりの心～

①　女性の人権を守ろう

②　子どもの人権を守ろう

③　高齢者を大切にする心を育てよう

④　障がいのある人の自立と社会参加を進めよう

⑤　部落差別をなくそう

⑥　アイヌの人々に対する理解を深めよう

⑦　外国人の人権を尊重しよう

⑧　HIV感染者やハンセン病患者等に対する偏見を

　　なくそう

⑨　刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

⑩　犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

⑪　インターネットを悪用した人権侵害をやめよう

⑫　北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を

　　深めよう

⑬　ホームレスに対する偏見をなくそう

⑭　性的指向を理由とする差別をなくそう

⑮　性同一性障がいを理由とする差別をなくそう

⑯　人身取引をなくそう

⑰　東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

啓発活動年間強調事項

巡回啓発中の委員
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　「あんたの言ってることは、もっともだ」という台詞、それは先日、米子市で観た劇の中で、何度も聞い
た台詞。いつまでも心に残った。カミサマと呼ばれる町のカウンセラー的存在の老女が、相手の話を聞いた
ときにその台詞をまず言う。そして、人々の心のコリを吸い取っていく。その一言で、村人はまるごと受け
止めてもらい、ひと息つく。その後、自分を見つめ直して暮らす話であった。「よき、アドバイザーになる
前にまずよき聴き手になること」頭では分かっているけれど実際難しい。ついつい、最後まで話を聞かず
に、自分のことを話し始めたり、よかれと思いアドバイスをしたりし、相手の気持ちに寄り添えず、後悔す
ることが多い。
　人を大切にするとは、相手の心にいかに寄り添うことではないかと考える。寄り添うためには相手の気持
ちをまず知ることが元となる。
　今年度の町人権・同和教育講座＜たんぽぽ学級＞第６回で「犯罪被害者遺族の想い」という演題で徳田
豊、さよ子ご夫妻（鳥取県犯罪被害者の会）の話を聴いた。聴く前に講演の内容は、加害者への無念の思
い、国へ処罰に対して訴えたいことなどの内容ではないかと予想していた。しかし、聴いてみると非常に異
なっていた。なんと、ただ一つ国にお願いしたいのは『自分たちの年一回無料の健康診断』というささやか
なものであった。
　ご夫妻は、最愛の息子を10年前の12月。飲食街でちょっとした事で、暴力団４人に暴力を受け、逃げ込ん
だビルの階段から転落し、突然亡くなる。
　初めは、死がなかなか受け入れられない。圧倒的な無力感。その後、加害者に対して、刑事裁判が行われ
る。事件のなまなましい詳細、息子が死に至るまでの状況を事細かに再現され、しかも、相手方には弁護士
がつき、その行為をフォローしていく。そして、刑期は長くて６年、短くて２年で元気に出所してくる。絶
望し、悲壮感で狂った精神状況になる。民事裁判が行われる。息子の死を認め、命をお金に換算するという
恐ろしい現実。お金の問題ではなく、加害者に対して起こせる行動がそれぐらいしかない。次に二次被害。
マスコミ（面白半分に真実でなく主観で報道しようとする）、友人、知人、地域の人が、分かっているよう
なふりをしての言葉かけ、悪気はなくても慰めでなく、とげになることがある。何か言うのではなく、寄り
添って話を聴いてほしいと思う。それ以来、体に心に変調をきたしてしまい、年一回の健康診断をのぞんで
おられる。
　あまりにも日常すぎた願いで、どれだけ辛い思いの日々を送っておられるかと推察する。ご夫妻の講演を
拝聴して、初めて被害者遺族の想いを知る。
　私に出来ること、まずいい聴き手になり、相手の想いを知ることではないかと思う。『いい聴き手になる
ために』という下記のような記事を見つけた。このことを心に刻んで、まるごと寄り添える人になりたいと
思う。

①自分の口を閉ざす練習をする
②相手の人格を尊重。助言、結論、説教、自分の考えはいらない
③相手の身になり、話を素直に聞いて共感する力を身につける
④相手を評価せず、ありのままを受け入れる
⑤聴くときは、自然な状態の自分でいる
⑥普段から多くのことに関心を持ち、多様な経験を積む
⑦認知症の人の傾聴は、認知症の症状をよく理解した上で、その人の世界をともに楽しむつもりで話を聞く
　「新傾聴ボランティアのすすめ」（ホールファミリーケア協会編より）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　　かすみ草

…このコーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。教育委員会人権同和対策室までお寄せくだ
さい。

まず、まるごと寄り添うこと！

　「自分以外の人をまるごと受け入れる」ことの何と難しいことか。

　人は自分と考え方などが相容れない他人をどうしても排除してしまい

がちになる。それで特に日常生活になんら支障はない。ホントにそれで

いいのだろうか。その人の一部分だけ見て、分かったつもりになってい

はしないだろうか。改めて、問い直してみたい。
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学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

いつの間にか長蛇の列

上手に言えたのでシールを貼ってもらいました

　前
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
小
学
２
年
生
に
と
っ
て
は
、

難
関
で
も
あ
り
楽
し
み
で
も
あ
る

か
け
算
九
九
を
学
習
す
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。

　み
な
さ
ん
に
も
ご
記
憶
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
九
九
は
、
何

度
も
何
度
も
唱
え
て
覚
え
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ
は

小
学
２
年
生
、
誰
か
に
聞
い
て
も

ら
う
こ
と
が
一
番
の
励
み
に
な
り

ま
す
。

　そ
こ
で
、
お
助
け
隊
で
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
11
月
８
日
、
第

１
回
目
の
子
ど
も
達
の
九
九
の
聞

き
取
り
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
先

生
や
家
族
以
外
の
人
に
聞
い
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
は
、

恥
ず
か
し
が
る
子
ど
も
達
も
い
ま

し
た
が
、
お
助
け
隊
の
み
な
さ
ん

に
、
「
よ
く
で
き
た
ね
」
「
ち
ゃ

ん
と
覚
え
た
ね
」
な
ど
と
ほ
め
て

も
ら
う
と
、
思
わ
ず
に
っ
こ
り
。

進
ん
で
聞
い
て
も
ら
う
よ
う
に
な

り
、
15
分
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
ふ
だ
ん
、
聞
い
て
も
ら
え
な
い

お
助
け
隊
の
人
に
聞
い
て
も
ら
っ

て
、
ち
ゃ
ん
と
九
九
を
言
う
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と

い
っ
た
感
想
も
聞
か
れ
、
地
域
の

方
の
学
習
支
援
の
力
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　子
ど
も
達
の
意
欲
付
け
の
支
え

と
な
る
学
習
支
援
に
も
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　☎
（
75
）
２
２
２
３

　教
師
に
と
っ
て
、
「
授
業
力
の
向

上
」
は
永
遠
の
課
題
。
そ
の
た
め
、
小

学
校
や
中
学
校
で
は
、
一
つ
の
授
業
を

み
ん
な
で
参
観
し
、
授
業
の
良
い
と
こ

ろ
、
ま
た
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
に
つ
い

て
検
討
す
る
授
業
研
究
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
に
も
、
小
学
校
の
先
生
が

中
学
校
の
授
業
を
参
観
し
た
り
、
中
学

校
の
先
生
が
小
学
校
の
授
業
を
参
観
し

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
小

中
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
、
11

月
20
日
、
小
中
合
同
の
授
業
研
究
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　研
究
会
で
は
、
小
中
の
先
生
方
が
一

堂
に
会
し
、
子
ど
も
達
へ
の
課
題
の
与

え
方
、
解
決
の
さ
せ
方
な
ど
に
つ
い
て
、

熱
心
に
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
「
話
す
・

聞
く
」
と
い
っ
た
能
力
は
、
小
中
問
わ

ず
力
を
つ
け
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ペ
ア
学
習
、
グ
ル
ー
プ
と
学
習

な
ど
目
的
達
成
の
た
め
の
方
法
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
資
質
・
能
力

を
伸
ば
す
た
め
に
授
業
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
共
通
理
解
す

る
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　積
極
的
に
発
表
す
る
中
学
１
年
生
の

姿
は
、
中
学
校
で
の
指
導
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
小
学
校
で
の
指
導
も
活
か
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
、
先
生
方
の

交
流
の
場
に
も
な
っ
た
、
授
業
研
究
会

で
し
た
。

保・小・中連携だより保・小・中連携だより

合同授業研究会がありました合同授業研究会がありました

授業者は中学校の河上先生。
題材は古典の「竹取物語」です。『小
学６年生に「竹取物語」の魅力を伝え
ていこう』という学習の１コマを参観
しました。

授
業
後
に
開
か
れ
た
授
業
研
究
会
で
は
、

小
学
校
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
に

よ
り
、
熱
心
に
研
究
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

中学１年生の授業を、小学校の先
生方も参観されました。
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Hello, everyone,
　November is coming to an end as I write this article.  It’s been getting colder every day, but I’ve been able to have myself some 
interesting experiences regardless of it!  At the beginning of November, I visited Hiroshima for the first time.  It was an amazing 
trip.  First, I went to Miyajima to visit the torii gate I had heard so much about from some of my friends.  What a beautiful sight it 
was!  I then went to the A-Bomb Dome and the Hiroshima Peace Museum; I felt really bad for Japan and her people after reading 
and looking at all the information they had available.  I remember learning about World War II and the effects it had all over the 
world when I was in high school, but it was not covered as in depth as it was in this museum.  I also ate okonomiyaki for the first 
time.  It was delicious!     
　Last weekend, I went to Korea.  Other than Japan, I’ve never been to another country.  I took a ferry from Sakaiminato on 
Saturday evening and arrived in Donghae on Sunday morning.  From there, it was a five-hour train ride to Seoul.  It was very cold 
while in Korea, and it rained almost every day I was there.  Once in Seoul, I visited the various districts within the city such as 
Samseong (where the largest mall in all of Asia is: COEX Mall), Gangnam, Itaewon, and other places.  It was very fun and 
interesting to be in another country where you can’t speak their language at all!  However, I met a lot of people who were able to 
speak Japanese and English, so I was able to get around.  I rode the subway system a lot while there.  That was the first time I’ve 
ever been on the subway.  And finally, I had myself some Korean BBQ before I left.  It was delicious.
　November has been very busy for me, so I’m glad December is coming quickly.  Christmas is my favorite holiday, and I can’t wait 
to start decorating.  Stay warm, everyone!
Sincerely,Connie

こんにちは、みなさん。
　11月ももう終わろうとしています。毎日少しずつ寒くなってきていますが、そんな中、いろいろなおもしろい経験をしています。
　11月の初めに、私は初めて広島を訪れました。それはすばらしい旅行でした。最初に、私が何人かの友達から何度も聞かされてい
た鳥居を見に、宮島に行きました。それは何と美しい光景だったでしょう!その後、原爆ドームと広島平和記念資料館に行きました。
私は、そこに展示されたものを見た時に、日本のみなさんに本当に申し訳ない気持ちになりました。高校生の時に、第二次世界大戦
や世界中で起こったことについて勉強したことを覚えていますが、この資料館で学べるほどには深く勉強していませんでした。ま
た、私は初めてお好み焼きを食べましたが、とてもおいしかったです。
　先週末、韓国へ行きました。実は、私は日本以外の外国へ行ったことがありません。土曜の夜に境港からフェリーに乗り、日曜の
朝にトンヘに着きました。そこからは、ソウルへの5時間の列車の旅でした。韓国にいる間は非常に寒く、雨がほぼ毎日降っていまし
た。ソウルでは、市内のいろいろなところへ行きました。サムソン(そこにはアジア最大のモール、COEXモールがあります。)、カン
ナム、イテウォンなどです。言葉を全く話すことのできない国で過ごすことはとても楽しくおもしろかったです。でも、実際は日本
語や英語を話す人がたくさんいたので、私は自由に移動することができました。そこで地下鉄にも乗りましたが、地下鉄に乗るのは
初めてでした。また、日本に帰る前に韓国のバーベキューを食べましたが、とてもおいしかったです。
　11月は非常に忙しかったので、12月がすぐにやって来そうでうれしいです。クリスマスは私の好きなお休みです。クリスマスの飾
り付けをするのが待ち遠しいです。
みなさん、暖かく過ごしてくださいね!
　では、また。　カーニー

カーニ
ー先生のほのぼのコラム④

　11
月
17
日
、
江
府
小
学

校
の
学
習
発
表
会
が
あ
り

ま
し
た
。
「
学
校
お
助
け

隊
」
の
み
な
さ
ん
も
招
待

さ
れ
、
た
く
さ
ん
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
が
、
真
剣

な
表
情
あ
り
、
笑
顔
あ
り

の
堂
々
と
し
た
ス
テ
ー
ジ

発
表
が
続
き
ま
し
た
。
ス

ロ
ー
ガ
ン
通
り
「
江
府
の

力
」
が
伝
わ
っ
て
く
る
発

表
会
で
し
た
。

腹
か
ら
声
出
し

　胸
を
は
り

　
　江
府
の
力
を

　見
せ
つ
け
ろ
！

腹
か
ら
声
出
し

　胸
を
は
り

　
　江
府
の
力
を

　見
せ
つ
け
ろ
！
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　本
年
は
、
10
月
24
日
か
ら
26
日
の
日
程
で
農
地
・
水

保
全
管
理
支
払
交
付
金
の
事
業
（
以
下
「
農
地
・
水
保

全
事
業
」
と
い
う
。
）
を
中
心
に
長
崎
県
で
の
視
察
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　視
察
地
の
選
定
に
お
い
て
は
、
５
年
に
一
度
の
第
10

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
の
共
進
会
応
援
と
合
わ
せ
て
長
崎
県
で
研
修
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　ま
ず
、
農
地
・
水
保
全
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
ふ
れ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　１

　こ
の
事
業
は
「
地
域
の
手
で
農
地
・
農
業
用
水

　
　
　や
地
域
環
境
を
守
る
取
り
組
み
」
に
対
し
て
交

　
　
　付
金
が
交
付
さ
れ
る
国
庫
事
業
で
す
。

　２

　取
り
組
む
た
め
に
は
集
落
等
の
農
業
者
と
そ
れ

　
　
　以
外
の
地
域
住
民
や
自
治
会
、
関
係
団
体
な
ど

　
　
　が
参
加
す
る
地
域
活
動
組
織
を
設
立
し
て
共
同

　
　
　活
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　３

　交
付
金
は
２
種
類
あ
っ
て
、
両
方
取
り
組
む
こ

　
　
　と
も
可
能
で
す
が
、
①
「
共
同
活
動
支
援
交
付

　
　
　金
」
は
、
農
地
、
水
路
、
農
道
等
の
保
全
管
理

　
　
　活
動
（
点
検
、
補
修
作
業
な
ど
）
と
景
観
形
成

　
　
　等
の
農
村
環
境
活
動
に
対
し
て
対
象
水
田
面
積

　
　
　10
ａ
当
た
り
４
，
４
０
０
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
　②｢

向
上
活
動
支
援
交
付
金｣

で
は
農
業
用
水
・

　
　
　排
水
路
、
農
道
な
ど
の
施
設
の
長
寿
命
化
の
た

　
　
　め
の
補
修
・
更
新
の
活
動
（
共
同
作
業
、
発
注

　
　
　工
事
）
に
対
し
て
対
象
水
田
面
積
10
ａ
当
た
り

　
　
　４
，
４
０
０
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
（
な
お
、

　
　
　畑
も
半
額
程
度
の
単
価
で
交
付
金
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　ま
た
、
交
付
金
は
国
が
半
分
、
県
と
町
が
４
分

　
　
　の
１
ず
つ
負
担
し
ま
す
）
こ
の
事
業
は
平
成
28

　
　
　年
ま
で
の
継
続
事
業
で
す
。

　さ
て
、
こ
の
た
び
の
視
察
先
は
、
長
崎
県
佐
世
保
市

長
畑
町
及
び
指
方
町
で
し
た
。
佐
世
保
市
と
い
え
ば
長

崎
市
に
次
ぐ
県
第
２
の
町
で
あ
り
港
町
と
し
て
有
名
で

す
が
、
今
回
の
視
察
地
は
市
の
中
心
部
か
ら
15
㎞
ほ
ど

離
れ
た
東
南
端
の
地
域
で
、
市
内
で
は
農
業
・
漁
業
の

農
地
・
水
保
全
管
理

　
　
　
　
　支
払
交
付
金
制
度
を
研
修

農
地
・
水
保
全
管
理

　
　
　
　
　支
払
交
付
金
制
度
を
研
修

〜
平
成
24
年
度
江
府
町
農
業
委
員
会
視
察
研
修
を
実
施
〜

〜
平
成
24
年
度
江
府
町
農
業
委
員
会
視
察
研
修
を
実
施
〜

▲指方地区の水路と水門　海岸堤防より

▲JA宮地区東部地区土地改良区連絡協議会
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盛
ん
な
地
域
で
し
た
。

　ま
ず
、
佐
世
保
市
東
部
地
区
土
地
改
良
区
連
絡
協
議

会
を
訪
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
宮
支
所
の
２
階
会
議
室
に
案

内
さ
れ
事
務
局
長
の
橋
口
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。　地

域
の
概
況
と
し
て
は
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区

域
で
あ
っ
て
、
主
な
農
産
物
は
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
西

海
み
か
ん
」
で
、
水
稲
は
多
く
は
な
い
が
、
「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」
と
「
に
こ
ま
る
」
の
作
付
け
が
主
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　こ
の
土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会
は
11
の
土
地
改
良
区

が
加
入
し
て
お
り
事
務
局
が
事
務
処
理
を
集
約
し
て
行

っ
て
お
り
、
そ
の
事
務
の
一
つ
と
し
て
「
農
地
・
水
保

全
事
業
」
の
事
務
全
般
も
受
託
し
て
い
ま
す
。

　普
通
で
あ
れ
ば
、
集
落
な
ど
活
動
組
織
ご
と
に
事
務

を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
協
議
会
で
は
①
共
同
活

動
支
援
活
動
に
取
り
組
む
組
織
が
７
組
織
、
②
向
上
活

動
支
援
活
動
に
取
り
組
む
組
織
が
２
組
織
で
、
計
９
組

織
の
事
務
処
理
を
ま
と
め
て
行
っ
て
い
る
。

　事
業
を
全
般
的
に
み
る
と
共
同
活
動
で
は
、
農
道
や

水
路
の
草
刈
り
、
泥
上
げ
な
ど
へ
の
日
当
支
払
い
が
ほ

と
ん
ど
で
、
向
上
活
動
で
は
土
地
改
良
区
の
老
朽
化
し

た
施
設
の
更
新
等
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
江
府

町
で
は
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
が
、
と
い
う
質
問
に

対
し
て
、
少
し
驚
い
た
よ
う
に
事
務
処
理
も
簡
単
な
も

の
だ
か
ら
是
非
取
り
組
む
べ
き
だ
と
助
言
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
橋
口
事
務
局
長
さ
ん
の
案
内
で
農
地
・
水

保
全
事
業
の
事
例
と
し
て
、
近
く
の
指
方
環
境
保
全
活

動
組
織
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
指
方
地
区
は
干
拓
で

造
成
さ
れ
た
土
地
（
実
際
に
は
島
だ
と
い
う
）
で
海
抜

０
ｍ
地
帯
で
あ
る
。
過
去
に
は
大
潮
時
に
た
び
た
び
農

地
な
ど
の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
た
た
め
、
水
路
の

大
型
排
水
ポ
ン
プ
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　指
方
地
区
の
農
地
・
水
保
全
事
業
は
、
対
象
農
用
地

面
積
35

　で
あ
り
、
水
路
の
泥
上
げ
が
共
同
活
動
の
中

心
に
な
っ
て
お
り
、
水
路
が
大
き
く
長
い
の
で
大
変
助

か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
活
動
は
水
生
生
物
の
環
境

調
査
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　以
上
が
農
地
・
水
保
全
事
業
に
つ
い
て
の
研
修
だ
っ

た
が
、
視
察
地
域
は
水
田
が
少
な
く
、
急
傾
斜
地
で
な

い
こ
と
か
ら
中
山
間
地
直
接
支
払
交
付
金
へ
の
取
り
組

み
は
少
な
く
、
「
農
地
・
水
保
全
事
業
」
へ
の
取
り
組

み
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

　ま
た
、
事
務
処
理
は
簡
単
だ
か
ら
と
言
わ
れ
た
が
、

い
ざ
実
施
す
る
と
な
る
と
そ
う
簡
単
と
は
思
わ
れ
ず
、

こ
の
橋
口
事
務
局
長
さ
ん
の
よ
う
な
専
属
的
な
事
務
者

が
い
る
た
め
に
簡
単
な
わ
け
で
、
指
導
機
関
等
の
体
制

整
備
と
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
視
察

地
は
特
別
に
表
彰
を
受
け
た
地
区
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
が
、
複
数
組
織
の
事
務
受
託
体
制
な
ど
で
参
考
に
な

る
も
の
で
し
た
。

　つ
づ
い
て
昼
食
の
後
、
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
・
長
崎
大
会
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　前
回
の
鳥
取
県
大
会
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
長
崎
大

会
は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
隣
接
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
江
府
町
か
ら
の
出
品
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
鳥
取
和
牛
の
産
地
評
価
が
か
か
る

重
要
な
大
会
で
あ
る
の
で
、
応
援
を
兼
ね
て
視
察
い
た

し
ま
し
た
。
（
な
お
、
今
回
出
品
の
あ
っ
た
日
南
町
か

ら
も
農
業
委
員
会
一
行
が
応
援
に
来
て
お
り
、
会
場
で

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
）

　当
然
の
こ
と
な
が
ら
出
品
者
は
大
変
な
手
間
と
労
力

を
費
や
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
県
の
代
表
者
と
し
て

威
信
を
背
負
っ
て
い
る
わ
け
で
そ
の
心
労
も
大
変
な
も

の
と
な
り
ま
す
。
出
品
者
、
関
係
者
に
対
し
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
成
績
は
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
ま

し
た
の
で
省
略
し
ま
す
。

　最
終
日
は
、
雲
仙
、
島
原
か
ら
の
帰
途
で
福
岡
県
北

九
州
市
の
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
化
（
堆
肥
化
）
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。
直
接
に
は
農
業
委
員
会
業
務
と
は

関
係
な
い
が
、
地
域
環
境
対
策
と
し
て
テ
レ
ビ
で
も
注

目
を
浴
び
た
「
魔
法
の
バ
ケ
ツ
」
に
つ
い
て
、
開
発
者

で
あ
る
㈱
ジ
ェ
イ
ペ
ッ
ク
若
松
環
境
研
究
所
の
高
倉
さ

ん
に
説
明
い
た
だ
い
た
。

　コ
ン
ポ
ス
ト
化
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
省
略

し
ま
す
が
（
ジ
ェ
イ
ペ
ッ
ク
若
松
環
境
研
究
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
）
、
安
価
で
、
容

▲審査会場で体重測定を待つ
　鳥取県出品牛

▲共進会　鳥取県西部地区ブースにて

ha
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農
業
委
員
会
総
会
（
11
月
）

審
議
案
件
す
べ
て
承
認

　
　農
地
法
第
３
条
許
可
申
請

　
　
　
　
　１
件

　
　農
地
法
第
５
条
許
可
申
請

　
　
　
　
　１
件

12
月
の
農
地
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日

　平
成
24
年
12
月
27
日
（
木)

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

◎
場

　所

　山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

器
を
指
定
し
な
い
点
な
ど
の
利
点
が
あ
り
約
５
０
０
人

が
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　さ
て
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
視
察
地
で
「
是
非
取

り
組
む
べ
き
だ
」
と
助
言
さ
れ
た
「
農
地
・
水
保
全
事

業
」
に
つ
い
て
は
江
府
町
で
は
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
水
路
、
農
道
等
の
保
全
管
理
活
動
に

つ
い
て
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
で
も
実

施
可
能
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
内
で
は
緩
傾
斜
の
た
め

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制
度
に
加
入
し
て
い

な
い
集
落
や
加
入
し
て
も
交
付
単
価
の
低
い
地
域
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
水
・
排
水
路
、
農
道
な
ど
の

施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
補
修
・
更
新
の
活
動
は
簡

易
な
ハ
ー
ド
事
業
で
あ
り
広
域
組
織
で
の
取
り
組
み
も

可
能
な
の
で
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
対
応
に
は
有
効
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

４
分
の
１
の
町
費
負
担
が
必
要
で
す
が
、
「
農
地
・
水

保
全
事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
農
業
委
員
会
研
修
担
当

　長
尾
）

　平
成
24
年
11
月
15
日
（
木
）
休
暇
村
奥
大
山
で
、
西

部
８
市
町
村
の
農
業
者
年
金
友
の
会
の
役
員
44
名
が
研

修
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　伊
達
教
行
江
府
町
農
業
者
年
金
友
の
会
会
長
の
開
会

挨
拶
の
後
、
竹
内
町
長
が
地
元
代
表
と
し
て
歓
迎
の
挨

拶
を
さ
れ
、
最
初
に
鳥
取
県
農
業
会
議
浜
本
事
務
局
長

か
ら
旧
農
業
者
年
金
制
度
の
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
へ
、
年
金
ス
ト
ッ
プ
又
は
遡
っ
て
の
返
還

事
例
と
し
て
、
後
継
者
に
経
営
移
譲
を
し
た
後
の
経
営

再
開
の
場
合
・
貸
し
付
け
た
農
地
の
一
部
で
も
返
還
さ

れ
た
場
合
・
貸
し
付
け
た
農
地
を
転
用
し
た
場
合
を
上

げ
ら
れ
貸
借
で
経
営
移
譲
し
た
農
地
の
移
動
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
相
談
す
る
よ
う
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　次
に
江
尾
診
療
所
武
地
所
長
か
ら
農
業
者
の
健
康
管

理
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、
統
計
で
は
、
現
在
80
歳

の
平
均
余
命
が
約
10
年
あ
り
そ
の
間
を
い
か
に
元
気
に

過
ご
し
て
い
く
か
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
死
亡
の
四

大
原
因
は
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
肺
炎
だ
が
、

そ
の
中
で
も
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
は
、
血
圧
の
管
理

が
重
要
で
、
普
段
の
生
活
の
中
に
血
圧
の
測
定
と
記
録

に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
皆
さ
ん
熱
心
に

聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　あ
い
に
く
そ
の
日
の
鏡
ヶ
成
は
30
㎝
の
積
雪
と
な
り
、

別
世
界
の
よ
う
で
し
た
。

西
部
地
区
農
業
者
年
金
友
の
会

　
　協
議
会
の
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

西
部
地
区
農
業
者
年
金
友
の
会

　
　協
議
会
の
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

▲農業会議浜本事務局長の講演

▲㈱ジェイペック「魔法のバケツ」
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奥大山スキー場でリフレッシュ！

リフト割引券情報リフト割引券情報
　　町民のみなさま限定
　　リフト１日券を３枚進呈（中学生以下は５枚）
　　１日券　中学生　4,000円→1,300円　小学生　3,000円→1,000円
　　回数券（12枚綴）　小・中学生　2,000円→800円

　　シーズン券早期予約販売割引
　　大人　40,000円→35,000円
　　小学生以下　30,000円→25,000円(12月22日(土)までに申し込み下さい。）

　　15名以上の団体さま
　　リフト１日券及びレンタル料金　１割引（全員が対象）
　　(例) リフト１日券　4,000円→3,600円　スキーセット　3,000円→2,700円

■問い合わせ先　奥大山スキー場管理課　☎77－2828
■アクセス情報　町営バス　土・日・祝日は江尾駅～エバーランドまで運行（元旦は除く）
　　　　　　　　●江尾駅８時15分発→エバーランド８時42分着　●エバーランド16時26分発→江尾駅16時53分着
　　　　　　　　（ただし　12月22日から３月10日までの期間）

江府町職員募集（平成25年4月1日採用予定）のお知らせ

江府町では、平成25年4月1日採用予定の職員を募集します。
希望される方は、平成24年度江府町職員採用資格試験が下記のとおり行われますので、受験してください。
■職　　種　一般事務
■受験資格　江府町在住者、又は出身者で昭和52年4月2日～平成7年4月1日に生まれた者
■受験申込期間　平成25年1月15日(火)午後5時までに江府町役場へ提出してください。
　　　　　　同日までに到着するよう郵送されてもさしつかえありません。
　　　　　　申込書は、平成24年12月14日(金)から、江府町役場又は西部町村会事務局でお受けとり下さい。
■受験申込先　江府町役場
　　　　　　〒689－4401  江府町江尾475番地
■第１次試験　日　　時　平成25年1月27日(日) 時間　午前9時～
　　　　　　場　　所　江府町防災・情報センター
　　　　　　試験種目　教養試験(高校卒業程度)・事務適性試験・性格診断検査・作文試験
■第1次試験合格発表　平成25年2月上旬合格者に通知、及び役場に掲示します。
■第２次試験　平成25年2月中旬(第1次試験合格者についてのみ実施)
　　　　　　試験場所・時間は、第1次試験合格者通知の際にお知らせします。
　　　　　　試験種目　口述試験
■第２次試験合格発表　平成25年2月下旬合格者に通知、及び役場に提示します。
■合格から採用まで　２月下旬の第2次試験合格者は、採用候補者名簿に登録されますが合格者の全員が必ず町
　　　　　　　　　　に採用されるとは限りません。
■受験申込書の請求、お問合わせ先
　　　　　　　　　　江府町役場総務課　☎75－2211
　　　　　　　　　　西部町村会事務局　鳥取県西部総合事務所内　☎0859（22）2049　

奥大山スキー場でリフレッシュ！

この冬19才の方だけ何回乗って

もリフト無料

(ネット事前登録

が必須：無料）

二次元バーコー

ドか｢雪マジ｣検索

リフト営業時間　8:30～17:00リフト営業時間　8:30～17:00
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くらしの情報

新着図書案内新着図書案内新着図書案内
♪江府町立図書館♪
平　日　8：30～19：00
土日祝　8：45～17：30

開館時間

＊郷土
　鳥取県の歴史散歩／鳥取県の歴史散歩編集委員会

＊歴史
　日清・日露・太平洋戦争を知らない子供と大人のために

　誰もが書かなかった日本の戦争／田原総一朗

＊社会
　おもかげ復元師の震災絵日記／笹原留似子

＊医学
　いのちの使いかた／日野原重明

＊文学
　94歳。寄りかからず。前向きにおおらかに／吉沢久子

　無花果とムーン／桜庭一樹

＊ＹＡ（小学校高学年～高校生向き図書）
　14歳からわかる生活保護／雨宮処凛

　ラインの虜囚／田中芳樹

＊絵本
　ヒヤシンスひめ／フローレンス・バリー・ハイド

　どっから たべよう／井上洋介

　奇跡の一本松＊大津波をのりこえて／なかだえり

　変わり者ピッポ／トレイシー・E・ファー

『おもかげ復元師の震災絵日記』笹原留似子
　あのとき出逢った、ひとりひとりを忘れ

ない――。東日本大震災後、300人以上のご

遺体をボランティア復元した女性納棺師が

描いた、胸に染み入る絵と言葉。

『いのちの使いかた』日野原重明
　101歳、人生の現役が贈るいのちのエール。

「人生は失敗ばかり、後悔ばかり、という

人ほどいのちの使いかたがあるのです」

　世代を超えていま伝えたいと願う｢いのち

の使いかた｣について熱く語り下ろす一冊。

ピックアップピックアップ 　（75）2005

　12月30日(日)～1月4日(金)は、年末年始のため図書館
は閉館いたします。
　図書の貸出期間は通常二週間ですが、12月16日(日)～
12月21日(金)の貸出については閉館期間と返却日が重な
りますので、開館初日まで返却日が延長されます。いつ
もより貸出日が長くなるこの機会、ぜひご利用ください。
本年もたくさんのご利用、誠にありがとうございました。

★ 閉館日のお知らせ ★

年末年始の閉庁・休館・休業について

江府町役場
江府町総合健康福祉センター
江府町教育委員会
子供の国保育園
江府町老人福祉センター
江府町防災情報センター
江尾診療所
江府町運動公園
江府町立図書館
ごみ処理施設クリーンセンターくぬぎの森
リサイクルプラザ
くみ取り業者　いづはら
江府町営バス
国道路線バス(日ノ丸自動車)

施 設 名 等 12月28日(金) 12月30日
（日）

12月29日
（土）

12月31日
（月）

１月２日
（水）

１月３日
（木）

１月４日
（金）

１月５日
（土）

１月６日
（日）

元旦
（火）午前 午後

休診

休業

休業

年末年始ダイヤで運行

休業

休業 休業

休園

休業

閉庁

休園

休診

閉館

閉館 閉館

閉館

運休運休

問合せ先
電話番号

75-2211

75-6111

75-2223

75-2704

75-2942

町公民館75-2005

75-2055

75-3229

75-2005

74-0333

0859-68-4071

75-3701

空欄は、通常業務を行っています。

町営バス営業所
75-3388
米子支店

0859-32-2121

※年末年始のごみ収集は分別収集カレンダーをご覧下さい。

※役場では、閉庁日でも戸籍に関する届出(死亡届、婚姻届など）を受領します。

江府町スキー場開き

　安全祈願祭のあと餅まきなどのイベントを行います。当日は、午後１時から４時までリフト無料開放。
（積雪のない場合は、リフト無料開放は中止。）
■日　時　12月22日(土)　10時30分から　■場　所　鏡ヶ成スキー場
■問い合わせ先　産業振興課　☎75－3222



町　県　民　税　４　期
国民健康保険税７期
介 護 保 険 料 ７ 期
後期高齢者医療保険料６期

　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関でお

支払いください。

　なお、口座振替の方は、左記期限が振替日です。
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1月 JANUA RY12月 DE S EM B E R行事カレンダー

今月の国民年金

《12月の納税は》

納付期限 12月分　平成25年１月31日まで

納期限は12月25日(火)です。（口座振替は12月25日）

19 平成24年12月号

応援ありがとうございます！

平成24
年

12月1日
現在

延申込件数 　107件
（前月比＋37件）

延寄付金額  138万円
（前月比＋43万円）

ふ る さ と 納
税

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

総合健康福祉センター

本町５丁目集会所

防災・情報センター

本町５丁目集会所

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

高齢者創作館

防災･情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

江府小学校

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

江府中学校

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

本町５丁目集会所

山村開発センター

10:00～12:00

13:30～15:30

13:00～15:00

10:00～12:00

13:00～16:00

13:30～15:00

13:00～16:00

9:30～16:00

14:00～15:30

19:00～20:30

13:30～15:30

10:00～12:00

13:30～15:30

9:30～11:30

13:30～15:30

19:00～20:30

14:00～16:00

13:30～16:00

赤ちゃん健診

広域隣保活動（元気クラブ)

公民館講座（墨彩画)

広域隣保活動（囲碁教室)

1歳6か月児・2歳児・3歳児健診

公民館講座（大正琴)

もの忘れ外来

公民館講座（陶芸)

明徳学園

公民館講座（フラダンス)

公民館講座（生花)

江府小学校2学期終業式

公民館講座（和紙折り紙)

公民館講座（グラスアート)

天皇誕生日

振替休日

公民館講座（パッチワーク)

江府中学校２学期終業式

公民館講座（樹脂粘土)

公民館講座（ヒップホップ)

広域隣保活動（生花教室)

農地相談会

受付
13:00～13:30

受付
13:00～13:30

補聴器修理相談会
（中国補聴器センター）

補聴器修理相談会
（トーシン補聴器センター）

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

江尾駅周辺

明道児童館

総合健康福祉センター

防災・情報センター

江府小・江府中

防災・情報センター

役場本庁舎

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

山村開発センター・日隣閣

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～11:30

13:30～15:30

13:30～15:30

9:00～16:00

10:00～12:00

13:00～16:00

19:00～20:30

13:30～15:30

19:00～20:30

12:30～16:00

元旦

新春マラソン大会

出初式

児童館新春書初め大会

江尾の会

公民館講座（パッチワーク)

江府小・江府中3学期始業式

公民館講座（書道)

消費者相談

家族の会

もの忘れ外来

公民館講座（ヒップホップ)

ぼちぼちクラブ

公民館講座(生花)

江府町成人式



12月誕生 地域の宝物12月誕生 地域の宝物12月誕生 地域の宝物 発行月に誕生日を迎えられる満５歳までのお子さんの

写真を募集しています。住所・お子さんの生年月日・

保護者氏名を記入のうえ、30字程度のコメントを添え

て総務課まで郵送、持参、メールをしてください。（保育園編）

地域の子どもは地域で守ろう地域の子どもは地域で守ろう

発行／江府町役場 編集／総務課　印刷／冨士印刷（有）
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475
TEL（0859）75－2211　FAX（0859）75－2389
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/
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村
の
現
状
と
地
域
特

産
品
の
販
路
開
拓
等
に
つ
い
て
協
議
い

た
し
ま
し
た
。
江
府
町
で
は
ま
ず
「
奥

大
山
」
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
生
産

物
、
加
工
さ
れ
た
特
産
品
に｢

奥
大
山｣

オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
ル
を
貼
り
販
売
を
す

る
こ
と
を
新
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、同
村
で
は
第
14

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

：

国
際
大
会
も
開
催
さ
れ
３
，
９
１
５
点

も
の
全
国
で
生
産
さ
れ
た
米
が
出
品
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
本
町
か
ら
も
出
品
さ

れ
て
お
り
、
江
府
小
学
校
５
年
生
及
び

末
次
輝
夫
さ
ん
が
特
別
最
優
秀
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
、
お
米
の
販
売
は
地
域
間
競

争
が
激
化
し
て
お
り
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
上
げ
る
こ
と
は
、
有
利
販
売
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　い
よ
い
よ
今
年
も
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
、
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
町
民
の
皆
様
に
は
お
体
を

ご
自
愛
い
た
だ
き
元
気
に
師
走
を
お
過

ご
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
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　11
月
９
日
（
金
）
、
平
成
24
年

度
秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

し
て
子
供
の
国
保
育
園
児
15
名
に

よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
お
揃
い
の
防
火
法
被
を
着

て
「
私
た
ち
は
、
絶
対
に
火
あ
そ

び
は
し
ま
せ
ん
。
」
と
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
た
あ
と
、
元
気
な
声

で
拍
子
木
に
て
「
火
の
用
心
、
出

る
と
き
寝
る
と
き
火
の
用
心
」
と

町
民
に
呼
び
か
け
な
が
ら
新
町
通

り
を
経
由
し
、
本
町
通
り
に
向
け

て
行
進
し
ま
し
た
。
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ぬのえほんのさかなつりであそ
ぶのがおもしろいです。

ふじはら　しょうちゃん(3才)

ともだちといっしょにつみきや
パズルであそぶのがたのしい。

おかだ　とあちゃん(5才)

ともだちとおばけゲームをして
たのしい。

かとう　あゆちゃん(5才)ともだちとおみせやさんごっこ
で、ごちそうをつくったりたべ
たりしてたのしい。

ささき　えみちゃん(6才)

保育園での
遊びで

好きなこと


